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論 文
原始仏教の教理項目に現れる kāmaと bhava について




kāma の用法である。本稿では kāma を含む教理項目を分析するとともに、kāma と
共起することの多い bhava と kāmaの関係性に関する考察を行った。
その結果、「三漏」、「三愛」、「三求」等の教理項目において、kāma と bhava は並
行する一対の概念として位置付けられていることが明らかとなった。一方で、「三有」
における kāma と bhava は、これらとは全く異なる静的・状況的な特徴を有してお




位置付けを考察することである。そのため、はじめに DN, 33 経 (Saṅgīti-sutta) 及び 34 経




















特に着目したのは、下位分類中に kāma と共起する bhava の存在である (表中下線部)。
bhava は、「三愛」、「三漏」、「三求」、「四暴流」、「四軛」、及び「四軛からの解放」等、多くの
教理項目において kāma と共に下位分類を構成している。そこで、本稿では kāma と bhava
の両概念がどのような関係性において用いられているのかという点に焦点を置いて考察を行っ
た。
なお、表中の「三有」には kāma-bhava (欲有) があり、表外の「七随眠 (satta-anusaya)」
には kāma-rāga (欲貪) と bhava-rāga (有貪) がある。ここに見られる kāma と bhava に関
しても、本稿有の考察の範囲内に含めることとする。
2．教理項目中に現れる kāmaと bhava
本節では、kāma と bhava が共起する教理項目を、(1)「三漏」・「四暴流」・「四軛」、(2)
「三愛」、(3)「三求」の三つのグループに分けて論考する。
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hita-kāmā (現前の kāma)、nimitta-kāmā (化









hā kantā manāpā piya-rūpā
kāmūpasam
̇
hitā rajanīyā、sotaviññeyyā saddā … (同上)、












































2. 1. ｢三漏」、「四暴流」、「四軛」における kāmaと bhava
｢三漏」、「四暴流」、「四軛」における漏 (āsava)、暴流 (ogha)、軛 (yoga) はいずれも煩
悩を表す語である。散文経典中では「三漏」の使用が最多であるため、本節においても「三
漏」を中心に考察を行う。
｢三漏」における「漏 (Sk. āsrava, ā-√ sru)｣(4) という語は、古層経典である Sn にも既に
14 か所に現れ、「有漏 (bhavāsava)」という形での使用も見ることができる(「有漏も粗暴な言
葉も滅び、没して存在しない。(Bhavāsavā yassa vacī kharā ca / vidhūpitā atthagatā na santi,
(Sn, 472))」)。このように「漏」は出自の古い用語であり、散文経典においては主に「三漏」、
或いは「漏尽」という形で言及される。
このうち「三漏」は、kāma と bhava が共に現れる教理項目の中でも最も使用頻度が高い。






















































































































































































hāsavo? / Sassato loko ti vā asassato loko ti vā antavā loko ti vā anatavā
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anabhisamayo ananubodho asambodho appat
̇
ivedho





































対を成しているのであり、この点から見て、kāma と bhava は「四漏」においてある種の並行
的な関係にあったと考えてよいだろう。
無論、上記は論書の記述であり経典の時代よりも概念整理がさらに進んだ後のものであると





























So aparena samayena kāmānam
̇


















vūpasantacitto viharāmi. (MN, 75)(15)
その私は、後に kāma の生起と滅尽と楽味と危難と出離とを如実に見て、kāma に対する
渇愛を捨て、kāmaに対する熱悩を除き、内に渇きを離れた寂静の心をそなえて住した。









isevante ; (MN, 75)(16)


















hā nʼ atthi kuhiñci loke / bhavābhavāya idha vā huram
̇
vā, / kālena tesu
havyam
̇
pavecche, / yo brahman
̇














bhavesu / hīnā narā
maccumukhe lapanti / avītatan
̇






















hāse bhavābhavesu. (Sn, 901)
種々の生存に対する渇愛を離れることなく、厭わしい苦行によって、或いはまた見たこと、
聞いたこと、考えたことによって声高に清浄を唱えている。
vidvā ca so vedagu naro idha, / bhavābhave saṅgam imam
̇
visajja / so vītatan
̇
ho anigho
原始仏教の教理項目に現れる kāmaと bhava について (安藤淑子)
― 54 ―









cāpi majjhe, / etam
̇
viditvā ʻsaṅgo ʻ ti loke / bhavābhavaya mā kāsi tan
̇
















































, ariyo samādhi anubuddho
pat
̇
ividdho, ariyā paññā anubuddhā pat
̇































































ā bhava-netti, nʼatthi dāni
punabbhavoʼ iti. (DN, 16)(22)
比丘達よ、あなた方にこの「苦」という聖なる真理は覚られ、理解された。「苦の生起」
という聖なる真理は覚られ、理解された。「苦の滅尽」という聖なる真理は覚られ、理解








Katame ca bhikkhave dhammā abhiññā pahātabbā?
Avijjā ca bhava tan
̇



























Tisso imā bhikkhave tan
̇


















yuttā / rattacittā bhavābhave / te yogayuttā mārassa /













hā bhavābhave / te ca pāra m
̇
gatā loke / ye pattā
āsavakkhayan-ti //
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なお、「三愛」における bhava は、実際には bhava／ vibhava の二類に分けられるのである
が、これに関しては既に最古層経典である Av に次のような偈を見ることができる。
Yassa nissayatā nʼ atthi, ñatvā dhammam
̇
















































hitā devamanussā liyanti eke atidhāvanti eke
cakkhumanto ca passanti. Kathañca bhikkhave oliyanti eke? Bhavārāmā bhikkhave





















abhinandanti. Yato kira bho ayam
̇
attho kāyassa bhedā paramu-maran
̇
ā





































MN には「三求」に関する教説は見られず、DN では 33 経の教理集成に「三求」が示され
るのみである。一方で「三求」がしばしば現れる SN、AN においても、その内実に関する具
体的な言及は見られない。ただ AN の以下のような用例から、kāma、bhava、brahmacari の
三つの概念の相違点を見て取ることができるだろう。
kathañ ca bhikkhave bhikkhu samavayasat
̇
hesano hoti？ / idha bhikkhave bhikkhuno




kho bhikkhave bhikkhu samavayasat
̇









このように brahmacari の位置付けは、明らかに kāma 及び bhava とは異なっており、「三
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求」における kāmaと bhava もまた一対のものと見なすことができるだろう。
3．kāmaと bhava の序列化
以上見てきたように、kāma と bhava は並行的な概念として共起したと考えられるのである
が、一方で修道論が体系化するとともに、kāma と bhava の間にはある種の序列が現れるよう
になる。これに関する記述は、次の Puggala-paññatti (『人施設論』) に見ることができる。
Katamo ca puggalo kāmesu ca bhavesu ca avītarāgo ? / Sotāpannasakadāgāmino, ime
vuccati puggalā kāmesu ca bhavesu ca avītarāgā. / Katamo ca puggalo kāmesu vītarāgo
bhavesu avītarāgo ? / Anāgāmī, ayam
̇
vuccati puggalo kāmesu vītarāgo bhavesu avītarāgo.
Katamo ca puggalo kāmesu ca bhavesu ca vītarāgo ? / Arahā, ayam
̇
vuccati Katamo ca
puggalo kāmesu ca bhavesu ca vītarāgo. (Puggalapaññatti, 3. 8)(35)
kāmaと bhava において離貪していない人とは、どのようなものであるか。
預流と一来がこれ、すなわち kāmaと bhava において離貪していない人と言われる。
kāmaにおいて離貪し、bhava において離貪していない人とはどのようなものであるか。
不還がこれ、すなわち kāma において離貪し、bhava において離貪していない人と言われ
る。kāma と bhava において離貪している人とはどのようなものであるか。阿羅漢がこれ、
すなわち kāmaと bhava において離貪している人と言われる。
上記によれば、kāma と bhava の両者に対する貪り (rāga) は、いずれも克服されるべきも
のであるが、克服段階としては kāma が bhava より先にあり、bhava はその後のさらに修行
が進んだ最終的な段階において克服される。「七随眠」における「欲貪 (kāma-rāga」が「欲
界」に関わるもの、「有貪 (bhava-rāga)」が「色界・無色界」に関わるものと見なされるよ
うになったのも、このような克服の難易における kāma と bhava の間の序列を反映したもの
なのだろう(36)。
しかしながら、原始仏教の経典中に kāma と bhava の序列に関する明確な記述を見ること













ける束縛と解放が示されている。ここでは、(3) の生存 (bhava) をもたらす束縛から解放さ
れたものが、阿羅漢 (Arahato) になると説かれているのであり、最終段階が bhava からの解
放である点において先の Puggala-paññatti との共通している。
このように、kāma と bhava においては kāma が後退する形で序列化がなされたのであるが、
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その前提には、既に kāma、bhava が一対の概念として存在していたという事実がある。また、




｢三有」における kāma と bhava の関係は、ここまで見てきた並行的な関係とは全く異なる
ものである。だが、これについて論じる前に、原始仏教の経典には所謂「欲有」ではない
kāma-bhava が存在していたことにも、簡単に触れておく必要があるだろう。
4. 1. Sn における kāma-bhava
Sn に現れる kāma-bhava に対して、Paramatthajotikā (以下 Pj)(37) はそのすべてを













｢深い智慧があり、微妙な道理を見、無所有で kāma-bhava に対する執着がない… (略)。
→ Pj：「二種の kāma と三種の bhava に執着しない (duvidhe kāme tividhe ca bhave
alagganena)｣(39)




























kāmabhave asattan” ti (Sn, 1091)
…(略) トーデイヤよ、聖者はまたこのように無所有で kāma-bhava に対する執着がない
と知るがよい。」
→ Pj：「kāmaと bhava に対する (kāmesu ca bhavesu ca(41)／ kāme ca bhave ca(42))｣(43)
上記 176偈の註釈のように、Pjは bhava を「三種の bhava」(すなわち「三有」) として捉
えているのであるが、kāmabhava はあくまでも「kāmaと bhava」なのである(44)。
実際、Sn における kāma-bhava を Dvandva と見るのか Tatpurus
̇
a と見るのかという点に
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関しては、Sn の翻訳者によっても見解は異なっている(45)。確かに、Sn の中には kāma を状況
的に用いた用例 (「kāma における清浄行 (kāmesu brahmacariya (Sn, 1041))」)も存在してお
り、kāma-bhava を Tatpurus
̇
a として、すなわち「kāma における bhava」として解すること
も不可能ではない(46)。
だが、ここで指摘したいのは、Sn に現れる kāma-bhava が、Pj においては「kāma と
bhava」として註釈されているという事実である。kāma と bhava の両者を、独立・並行した
概念として挙げることは、Pjの作者にとって至極当然のことであった。その背景には、おそ
らく本稿で考察した kāma と bhava に関する並行的な位置付けがあったのだろう。ここで、
敢えてこの点を強調するのは、kāma-bhava=｢欲有」という一律の解釈によって、kāma と
bhava双方の独立性が見失われるのを回避するためである。
4. 2. ｢三有」における kāma-bhava
散文経典に現れる「三有」は、多くの場合「有 (bhava)」の内実を解説する形で現れ、そ
の際には必ず「欲有」、「色有」、「無色有」の三種が纏まって言及される。
Tayo ʻme āvuso bhava : kāmabhavo rūpabhavo arūpabhavo. Upādānasamudayā




Kāmadhātuvepakkañ ca Ānanda kammam
̇
nābhavissa api nu kho kāmabhavo paññāyethā





nābhavissa api nu kho rūpabhavo paññāyethā ti?





nābhavissa api nu kho arūpabhavo paññāyethā
ti? / No hʼeta m
̇











ここでの kāma と bhava は、共に静的な状況として個々人の活動の背後に退いているのであ
るが、一方で、先に「欲漏・有漏」、或いは「欲愛・有愛・無有愛」において示された kāma
と bhava は、個々人に直接的に関与する力動的な煩悩因として立ち現れる。「三有」における




の結果、kāma は教理項目の下位分類中に多く現れ、その際にはしばしば bhava と共起する。





が、このうち、kāma と bhava は、煩悩を生む心の働きの対象として、一対の並行的な
概念と捉えられていた。








(3) 修道論の体系化に伴い、kāma と bhava の間には序列が生じた。その結果、kāma より
も上位の段階に bhava が置かれるようになった。
(4) ｢三有」思想における kāma と bhava は階層化された静的な状況を意味しており、「三
漏」、「三愛」、「三求」に見られるような個々人と直接的に関わる kāma と bhava の概
念とは異なるものである。
〔注〕
( 1 ) 若干の異同は認められるが、第 33 経は漢訳『長阿含経』巻第八「衆集経」(大正蔵一、3b-52c)、第
34 経は『長阿含経』巻第九「十上経」(大正蔵一、52c-57b) に相当する。両経に現れる教理項目数
は、DN, 33 経が 1005、DN, 34 経が 550 であり、そのほとんどが重複している。
( 2 ) DN33、34 経に見られる形式はアビダルマの先駆的な形態と考えられ、両経は原始仏教後期の成立で
あると考えることができるだろう。水野［1997］では、パーリ・アビダルマを、以下に示す (1) か
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ら (6) の論述形式によって初期・中期・後期の三段階に区分しているが、このような論述形式の萌







(6) 諸法の相摂・起滅等の関係を考察すること。 (水野［1997］、p. 22)
( 3 ) DN, 33 経、34 経をあわせて 1000 を超える教理項目の中で、kāmaに関連するものは表中に示したも
のに限られるが、実際に経典中に現れる頻度は決して少なくないのである。







( 5 ) MN (全 152 経) において「漏尽智」の定型が現れるのは下記の経においてである。
MN, 4(MN i, p. 23)、MN, 19(MN i, p. 117)、MN, 27(MN i, p. 183)、MN, 36(MN i, p. 249)、MN, 39
(MN i, p. 279)、MN, 51(MN i, p. 348)、MN, 60(MN i, p. 413)、MN, 65(MN i, p. 442)、MN, 76(MN
i, p. 522)、MN, 79(MN ii, pp. 38-39)、MN, 85(MN ii, p. 93)、MN, 94(MN ii, p. 162)、MN, 100(MN
ii, p. 212)、MN, 101(MN ii, p. 227)、MN, 112(MN iii, p. 36)、MN, 125(MN iii, p. 136)
同様に DN (全 34 経) において「漏尽智」の定型が現れるのは以下の経においてである。なお、経
典によっては、同じ内容が隣接して二度、三度と繰り返されている。
DN, 2(DN i, p. 84)、DN, 3(DN i, p. 100)、DN, 4(DN i, p. 124)、DN, 5(DN i, p. 147)、DN, 6(DN i, p.
158)、DN, 7(DN i, p. 160)、DN, 8(DN i, p. 174)、DN, 10(DN i, p. 209)、DN, 11(DN i, p. 215)、DN,
12(DN i, p.2 33)
( 6 )「漏尽智」の前段には、多くの場合四禅の修習が挙げられる。四禅の後には「漏尽智」のみが挙げら
れる場合と「三明」が示される場合、及び「六明」を挙げる場合がある。
( 7 ) MN i, p. 23
( 8 ) 水野［1997］によれば、Dhamma-saṅgan
̇
i は中期アビダルマに属し、後述する Puggala-paññatti は
初期アビダルマに属している。(水野［1997］、pp. 22-23)
( 9 ) Dhammasaṅgan
̇
i, p. 195




kāma における歓び、kāmaへの渇愛、kāmaへの愛執、kāma による苦悩、kāma における昏迷、
kāmaへの執着、kāma という暴流、kāma という軛、kāmaへの取着、kāmaへの欲求という蓋で






(14) たとえば、AN, 4. 1. 10 では、「四軛」の下位分類項目についての定型的な教説の後に、次のような概
略的な偈が付されている。






























yuttā te ve yogātigāmino ti.
(AN, 4. 1. 10)(AN iv, p. 12)
kāma の軛と bhava の軛の両者に縛られ、見解の軛に縛られ無知に導かれる衆生は、生と死に向
かう者、輪廻に赴くものである。Kāma と bhava の軛を遍く知り尽くし、見解の軛を根絶して、
無知を離れ、すべての軛をはずした者、彼らは軛を越えたものと言われる。
(15) MN i, p. 504
(16) MN i, p. 504









hādhipanne manuje pekkhamāno / Piṅgiyā ti Bhagavā / santāpajāte jarasā parete,̶ / tasmā
tuvam
̇

















(20) MN i, p. 108
(21) AN ii, p. 1
(22) DN ii, p. 90
(23) AN ii, p. 247
(24) 但し、「縁起」説に関連する教説では「六愛」となる。
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指摘している。(並川［2008］、p. 99)
(31) It, pp. 43-44
(32) これに関連して、Av には次のような偈を見ることができる。




hi bhavābhavesu, / māyañ ca mānañ ca pahāya











業が brahmacari-esanāであるとされている。(片山［2006］、p. 267) ここでも、修道論的な解釈が
なされていることがわかる。
(34) AN ii, p. 41
(35) Puggalapaññatti, p. 32
(36) 原始仏教経典中の anusaya (随眠) の数は、常に「七」と決まっているわけではない。たとえば、























hāと bhava」というように註釈しており、kāma 以外の概念においても bhava との関係性は同
等のものと見なされている。(Pj ii, p. 469)
(39) Pj i, p. 215
(40) Pj ii, p. 469
(41) Pj ii, p. 592







a として訳出し、荒牧［1986］は Dvandva に解している。また、宮坂［2002］では両者が













a と解するとしても、Sn に現れる kāmabhava はもちろん「三有」における「欲有」
ではない。なぜなら、本文中の用例のように原始仏教経典における「三有」の教説は kāma-bhava、
rūpa-bhava、arūpa-bhava が一組で言及されるのが原則であり、さらに Sn には未だ「三界」説が
現れないからである。中村［1994］は、「三界」説そのものが後代の教義学者の案出したものである
と述べている。(中村［1994］、pp. 695-697参照)
なお、Sn にも「色 (rūpa)」、「無色 (arūpa)」という語の使用を見ることができる。これについ
て中村［前掲］は、Sn では世界を「物質的領域」と「非物質的領域」の二つの領域に分け、それぞ
れの領域における生存を説いたと述べている。(中村［1994］、pp. 724-725)
















yutta においても、SN i, 5. 3 (SN, p. 131)、 SN i, 5. 6 (SN i, p.
133) に、色／無色の「二界」が示されている。また、Tha には 378偈に kāma-dhātu が現れるがこ
れも単独の使用であり「三界」説とは関連がないだろう。
(47) MN i, p. 50
(48) AN i, p. 223
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